
科目：社会学
単位数： ２単位
担当者： 教授 竹内 治彦
授業の目的： 【授業の目的・ねらい】

 現代社会の諸問題を経済と社会との相克とグローバル化という視点で体系的に理解しつつ、少子化や階層格
差を研究するための手法をマスターする。
【授業全体の内容の概要】
 今日の社会変動の基本的な要因の一つとして、グローバル化を考え、経済的なグローバル化と生活的な保守
性やローカリズムの相克の問題として、今日の社会問題を考える。半期の講義では多くをとりあげることはでき
ないので、人口問題、社会階層問題を中心に講義を行う。
＊アクティブ・ラーニングの要素を取り込むことで、主体的に学ぶ姿勢を身につける。

到達目標：
 今日の少子化の状況と背景を理解する。社会階層の理論について理解する。合計特殊出生率やジニ係数など
社会を理解するうえでの基本的な指標について、その算出方法を理解し、自分で算出できるようにする。
＊主体的な学びに参加できる。

計 画：
１.導入（オリエンテーション）：社会とは何か社会学の講義を始めるにあたり、社会、社会関係、社会的行為と
いったものの概念を整理する。
２.世界の人口と人口転換：グローバル化を考えるうえで重要な人口の変化について、人口転換を中心に講義す
る。
３.合計特殊出生率：少子化を計るさいに用いられる合計特殊出生率の意味と算出方法について講義する。

４.戦後日本の出生率の変化：今日の日本の少子化の状況について、日本での経年的な比較と、国際比較を通
じて、その特徴や原因を明らかにする。
５.晩婚化：合計特殊出生率の減少の原因は、結婚している女性の出産率ではなく、そもそも結婚自体が減少し
ていることにある。なぜ、晩婚化が進むのか検討する。
６.子育て支援策：急激な少子化の進展に対して、働くことと子育ての両立をはかる施策が様々とられるように
なった。これらについて概説する。
７.社会階層 定義と問題意識：人口移動の原因の一つには格差があることから、格差を見る視点を深める意味
で社会階層について検討する。
８.身分、階級、階層：現代的な社会階層の特徴を過去の身分や階級と比較して明らかにする。

８. 高度成長と流化、そして格差社会へ：1970年代後半から日本は一億総中流ということが言われた。総中流化
の構造的要因を説明する。
９.格差社会：2000年代に入ると、格差社会ということが言われるようになった。日本の格差は広がっているのか
検討する。
10.ジニ係数を求めてみよう：経済的格差を計る代表的な指標であるジニ係数について、概念と算出方法を講義
する。
11..ジニ係数の応用：世界の経済格差をジニ係数を用いて考える。

12. 高校後の進路について：教育を社会移動手段ととらえ、それへのアクセスの拡大として、高学歴化を考える。

13．日本で働く外国人：日本で働く外国人の労働者について統計的に明らかにする。

14. 国際労働力移動と受入れ支援策：外国人労働者問題をより一般的に国際労働力移動としてとらえ、その実
際や理論について学ぶ
15.　グローバリズムと反グローバリズム：グローバリズムの進展に対して、シアトルのWTO会議以来、反対する
市民運動が注目されている。資本主義のグローバル化にたいして、社会の立場からどのような議論が行われて
いるか、紹介する。

成績評価： 授業の区切りごとにレポート課題を出しますので、必ず提出してください。
教科書・その他： 竹内治彦編著

『グローバリゼーションの社会学』
メールアドレス： takeuchi@gifu-keizai.ac.jp
関連ホームページ： http://www.gifu-keizai.ac.jp/~takeuchi/



（この様式はシラバスとセットにしてホームページに掲載します） 

岐阜経済大学「社会学」の受講を希望する学生にシラバスに記載されていない情報を提供します。 

科目名 社会学 

時間割 毎週月曜日更新 

初回の授業日 初回配信予定：10 月 1 日（月） 

講義室       

注意事項 ｅラーニングによる受講になります 

（平成 25 年度収録コンテンツを利用） 

授業についての 

問合せ 

岐阜経済大学教務課 

Tel: 0584-77-3516 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 図 

 
交通アクセス ＪＲ大垣駅北口 A から「経大スクール」乗車。（約１０分） 

 


